
『感覚過敏』 という言葉を知っていますか？

感覚過敏とは多くの人が特に気にならない音、 明るさ、 ニオイ、

肌触り、 味などを苦痛に感じ、 円滑な日常生活を送ることに支

障をきたす症状です。 五つの感覚器ごとに以下のように表現し、

一つの感覚が過敏な方も複数の感覚が過敏な方もいます。

①聴覚過敏 ： 騒音や音楽、 人の声などに対して過敏に反応す

る状態。 ②視覚過敏 ： 明るさ、 色、 動きなどに対して過敏に反

応する状態。 ③嗅覚過敏：ニオイに対して過敏に反応する状態。

④触覚過敏 ： 物の触感や温度、 振動などに対して過敏に反応

する状態。 ⑤味覚過敏 ： 食べ物や飲み物の味に対して過敏に

反応する状態。

　感覚過敏があり、 自分の 「今」 をあきらめないために、 「五感

にやさしい世界をつくる」 というビジョンを持ち、 中学 1 年生で

起業した加藤路瑛さんに感覚過敏の方の配慮についてお話を

伺いました。

●　感覚過敏とは病気や障害ではなく症状

  人は誰しも感覚の快 ・ 不快はあるのですが、 感覚過敏がある

方は好きなものであっても、 ずっと晒されていると体調が悪くなっ

てしまうそうです。 また、 身体症状は個人差がありますが、 感

覚過敏は目に見えない症状のため、 周りから理解されずわがま

まと捉えられ、 つらい思いをしてきたと話されます。 加藤さん自

身、 学校に通っていた頃は 「学校には逃げ場がない」 と感じて

いたと話されます。教室内のペンを走らせる音、みんなの笑い声、

お昼のいろいろなニオイなど、 苦痛に感じるものが多くあったそ

うです。 一番苦痛だったことは症状を理解されずに給食の時間

に「一口は絶対食べなさい」と言われ、食べることを強制されていた

ことでした。

●　　『起業』きっかけは幼少期からの『働きたい』という願望

　２０１８年に株式会社クリスタルロードを起業しました。幼少期から

ずっとあった「働きたい」という思いは、大学に行って社会に出なけ

れば実現しないものだと思ってきたと話されます。自分が経験して

いる「教室の中には居場所がない」という孤独感を解消したい思い

がありました。社会にも自分の居場所を作りたいという思いから起

業し、その起業前後で「感覚過敏」について知ることとなりました。

教室にいることで体調を崩した加藤さんが保健室に行き、養護教

諭に自分の症状を話したところ「それは感覚過敏という症状ではな

いか」と言われたことがきっかけでした。

　感覚過敏研究所を立ち上げ、感覚過敏の啓発、製品販売、研究

に向かわせたものは「今をあきらめない」という目の前の現実から

逃げない気持ちでした。

●　感覚過敏への配慮について

　障害などがある方が生活する中で不便、不利益を感じることにお

いて、他の方との平等や人権の観点から、環境や対応の変更や配

慮を求めることができます。これまで合理的配慮は国と自治体に対

応義務がありましたが、2021年5月に障害者差別解消法の改正

が可決され、2024年4月の施行後は民間企業にも合理的配慮が

義務化されます。感覚特性がある方が環境配慮や対策を求めた場

合、対応する義務が生じます。感覚過敏は個人差が大きいため、当

事者との話し合いがきちんとできる環境を作り、体調を崩す原因に

なるものを遠ざける対策などを講じることが奨励されます。
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に生きる道を歩んでもらいたい。 株式会社クリスタルロードの社名

のごとく、 これからも加藤さんの挑戦は続いていきます。

● 取材を終えて

　感覚過敏研究所の事務所は間接照明で、 加藤さんが仕事をし

やすい環境になっていました。 私たちも心身の状態によって五感

への刺激がいつもより強く感じられ、 体調を崩すこともあります。

自分自身の日常を振り返ると 『感覚過敏』 という言葉が身近に

感じられるのではないかと思いました。 自分の日常での出来事に

置き換えることで、 感覚過敏の困りごとを抱えながら生活している

方々のつらさに寄り添うことができるのではないでしょうか。そして、

生き方の選択肢を増やし、 選択できる社会を一緒に創っていくこ

とが共生社会であると語る言葉が印象的でした。 感覚過敏のあ

る方も安心して暮らせるように、 相手の立場に立って考えることが

合理的配慮の第一歩ではないかと改めて感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（インタビュー ・ 構成 ： 佐藤　美津紀）
【会社概要】

感覚過敏研究所 （運営会社 ： 株式会社クリスタルロード）
所在 ： 東京都中央区日本橋横山町 6 − 14　日本橋地下実験場
感覚過敏研究所では感覚過敏の人が暮らしやすい社会を目指し
て、 感覚過敏の啓発、 商品 ・ サービスの開発、 感覚過敏の研究
を行っています。
https://kabin.life/

　  

 令和4年度第4回地域交流会  新しい「働き方」 について考える　
～外出困難な方が活躍できる場～

　ロボットカフェで働く中島氏、 松島氏にご登壇いた
だき、 分身カフェで働くことになったきっかけや、 実
際に働いてみての感想、 これからの夢について伺い
ました。
　中島氏の講演では自身の障害や OriHime を知り、
分身ロボットカフェで働くきっかけや実際に働いている
感想、 OriHime の活用を通してできた夢について話
していただきました。 たくさんの方との関わりから一
人ではないこと、 働くことの楽しさや役割があること
の嬉しさ、 やりがいを感じられたことをお話しいただ
きました。 また、 OriHime を通して様々なところへ外
出し、 たくさんの経験からできた夢を紹介していただ
きました。
 次に松島氏より講演をしていただきました。 分身ロ
ボットカフェで働くことになった経緯やその間の葛藤や
気持ちの変化を話していただきました。 分身ロボット
カフェでの接客を通して、 何をすれば喜んでもらえる
のか常に考え、 仕事が楽しいと感じるようになったこ
とや新たにバリスタへの挑戦や、 外出困難者に寄り
添う仕事がしたいという夢ができ、 悔いのないように
胸を張って力強く歩いていくと話していただきました。
 最後に質疑応答を行い、 開催終了後には OriHime
を通じて講師との会話を体験する時間を設け、 新し
い働き方について考える機会となりました。

 千代田区自立訓練 （生活訓練） マルクカレッジ秋葉原   
～自分のペースで生活スキルを身につける～

   2022 年 3 月に開所しました、 自立訓練 （生活訓練） 事業所です。
   私たちのサービスは、 自分のペースで可能性を広げ、 社会に出るための
準備ができる場所です。社会生活や余暇活動の充実、居場所としての役割、
長期的には就労に向けたステップアップの場所として活用しているご利用者
様もおり、 多様なニーズを形にする事業としてサービス提供しております。
  また、 卒業までに獲得すべきスキルを整理し、 強みを明らかにしていく 「自
立生活チェックシート」 や 「支援ハンドブック」 等、 オリジナルコンテンツで
一人ひとりの社会に出るための準備を形にしていきます。 その他にも、 コミュ
ニケーションツールとして e スポーツをプログラムとして提供していたり、 ご
本人の自己選択 ・ 自己決定を養うことで自信をつけてもらう目的として自由
時間（J タイム） を設けていたりもしております。 見学や体験は随時可能で
すので、 お問合せお待ちしております。

住所：東京都千代田区神田松永町104TSKビル3F　　https://college.maruc-group.jp/
お問合せ ： 月～土 9:00 ～ 18:00　　TEL 03-5244-4360/FAX 03-5244-4361

最寄駅 ： JR 秋葉原駅徒歩 2 分、 東京メトロ日比谷線秋葉原駅徒歩 2 分

松島　尚樹氏

分身ロボットカフェで
働くパイロット

中島　寧音氏

例えば、当事者から光がつらいので蛍光灯を外してほしいと願い

出て、本人の上だけ蛍光灯を外す、音が気になるので静かなところ

で仕事をしたいと願い出て、プリンターや電話から離れた席の配置

にする、などです。当事者本人ができる対策としてはイヤーマフやサ

ングラスなどをすることなどがあげられます。企業側がご本人の特

性を理解し、対策を行うことを了承することも配慮の一つです。既に

海外の企業では感覚過敏によって体調が悪くなった時に休憩する

空間、「センサリールーム」の設置が進んでおります。

感覚過敏研究所ではこのセンサリールームの提案を企業に

行っています。 BGM がない、 光量が自分で調節できる、 自

分が安心して回復するまで休めるなど、 個々人で要望は変わ

ると思いますが、 過敏になった感覚 （センサリー） をフラットに

戻す作業ができる場所が整備されていくことを期待しています。

●　クリスタルロードや感覚過敏研究所の今後

　感覚過敏であることを把握できるツール作りや感覚過敏にな

るメカニズムの解明、 症状緩和や全くなくすことができる薬、

デバイスの開発にも取り組んでいきたいと話す加藤さん。 感

覚過敏という症状を多くの企業さんに知ってもらい、 感覚過敏

がある人が社会に参加しやすく働きやすい世界を作っていきた

い。 感覚過敏がある人が我慢せずにやりたいことをあきらめず




